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（Ⅰ）研究に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が非常に優れている

判断理由 研究に関する目標 に係る中期目標 ２項目 のうち １項目が 非（ ） 「 」 （ ） 、 「

常に優れている 、１項目が「良好」であり、これらの結果を総合的に判」

断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が非常に優れている

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のうち、１項目が「非常に優れて

いる 、１項目が「良好」であり、これらの結果を総合的に判断した。」

２．各中期目標の達成状況

① 研究水準及び研究の成果等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が非常に優れている

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「研究水準及び研究の成果等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（６項目）のうち、５項目が

「非常に優れている 、１項目が「良好」であったことから 「中期目標」 、

の達成状況が非常に優れている」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、５項目が「非常に優れ20 21
ている 、１項目が「良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等」

の現況分析における関連項目「研究活動の状況 「研究成果の状況」の結」

果も勘案して、総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期目標で「宇宙、物質、エネルギー、生命等に関わる自然科学諸分野の学術研究

を積極的に推進する」としていることについて、各機関において、多様な望遠鏡によ

る天体観測、制御核融合の実現に向けての実験、オートファジー等生命高次機能の解

明、脳神経系を中心とする生体の機能・病態生理の研究、分子集合体の構造・機能・

反応の研究等で、国際的に評価の高い業績を上げ、被引用度の高い論文を数多く発表

していることは、優れていると判断される。

② 研究実施体制等の整備に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である



- 2 -

（ ） 「 」判断理由 平成 ～ 年度の評価結果は 研究実施体制等の整備に関する目標16 19
の下に定められている具体的な目標（１項目）が「良好」であったこと

から 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好」であ20 21
ることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

「 。○ 中期目標で 先端的で創造的な学術研究を持続的に可能とする研究体制を構築する

。」 、 、また十分な研究支援体制の確保に努める としていることについて 各機関において

、 、 、プロジェクト室の設置 一定額の基盤的研究費の保証 国際コンファレンス等の開催

センター設立の準備等、プロジェクト推進のための体制強化と同時に萌芽的研究の発

掘と育成を図っていることは、優れていると判断される。

（Ⅱ）共同利用等に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

判断理由 共同利用等に関する目標 に係る中期目標 ２項目 のすべてが 良（ ） 「 」 （ ） 「

好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「共同利用等に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「良好」である

ことから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 共同利用等の内容・水準に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「共同利用等の内容・水準に関する目16 19
標」の下に定められている具体的な目標（１項目）が「良好」であった

ことから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

、 、 「 」 、平成 年度の達成状況を踏まえた結果は １項目が 良好 とし20 21
この結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関連項目「研究活

動の状況 「研究成果の状況」の結果も勘案して、総合的に判断した。」

＜特記すべき点＞
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（優れた点）

○ 中期目標で「各専門分野に関して研究活動の充実を図るとともに、国内外の研究者

との共同利用・共同研究を一層推進する」としていることについて、国立天文台にお

いて、国際協力に積極的に参加して観測時間を共同利用に供し、核融合科学研究所に

おいて、学術情報ネットワーク（ ３）を用いて共同利用者が遠隔実験を行えるSINET
環境を整備し、基礎生物学研究所において、マウス・メダカ等の形質転換生物実験施

設を整備し、生理学研究所において、生理学実験に必要な動物資源の供給体制を整備

し、分子科学研究所において、共同利用研究のための実験装置の開発と提供を進める

など、各機関における共同利用・共同研究の一層の推進に努めていることは、優れて

いると判断される。

② 共同利用等の実施体制等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「共同利用等の実施体制等に関する目16 19
標」の下に定められている具体的な目標（１項目）が「良好」であった

ことから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好」であ20 21
ることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期目標で「大学共同利用機関として適切な共同利用施設を設置し、研究資源の提

供を行い、所内外、国内外の研究者の共同利用に広く供する」としていることについ

て、国立天文台において、アルマ計画を推進し、核融合科学研究所において、双方向

型共同研究を創設し、基礎生物学研究所において、モデル生物の普及に努め、生理学

研究所において、 件以上の研究会を開催し、分子科学研究所において 「全国国立20 、

大学化学系研究設備有効活用ネットワーク」を取りまとめるなど、これらの事業によ

って共同利用体制を強化したことは、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「大学及び研究機関にある研究者コミュニティとの双方向性を持った共同

」 、 、研究を推進するための制度を新たに構築する について 核融合科学研究所において

全国共同利用研究所と参画研究機関が同等の研究機能を持たせる双方向型共同研究を

創設したことは、特色ある取組であると判断される。

（Ⅲ）教育に関する目標
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１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「良好」

であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「良好」であることか

ら判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 大学院への教育協力に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「大学院への教育協力に関する目標」16 19
の下に定められている具体的な目標（１項目）が「良好」であったこと

から 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好」であ20 21
ることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期目標で「大学における大学院教育に携わり、大学院生に対し、本機構内研究者

による高度で先端的な研究指導」を行うとしていることについて、当該機構の優れた

研究者が、広く大学院生を受け入れ、最先端の研究環境の下で教育を行い優秀な研究

者を育成していることは、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期目標で「大学における大学院教育に携わり、大学院生に対し、本機構内研究者

による高度で先端的な研究指導」を行うとしていることについて、核融合科学研究所

や分子科学研究所のアジア冬の学校等において、アジア地域の大学院生を対象とする

スクールを実施したことは、特色ある取組であると判断される。

② 人材養成に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「人材養成に関する目標」の下に定め16 19
られている具体的な目標（１項目）が「良好」であったことから 「中期、
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目標の達成状況が良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好」であ20 21
ることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画で「我が国における研究レベルの向上と若手研究者の養成のためバイオサ

イエンストレーニングコース」及び「生理学及び関連分野の実験技術に関するトレー

ニングコース」を開催するとしていることについて、基礎生物学研究所の国際実習コ

ース及び生理学研究所の生理科学実験技術トレーニングコースは、大規模で高レベル

の実習コースであり、生物学・生理学・脳神経科学のレベルアップに大きく貢献した

ことは、優れていると判断される。

（Ⅳ）その他の目標

（１）社会との連携、国際交流等に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（ ） 「 、 」 （ ）判断理由 社会との連携 国際交流等に関する目標 に係る中期目標 １項目

が「おおむね良好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「社会との連携、国際交流等に関する目標」に係る中期目標（１項目）が「おおむ

ね良好」であることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 社会との連携、国際交流等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「社会との連携、国際交流等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（２項目）のうち、１項目が

「良好 、１項目が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達」 、

成状況がおおむね良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好 、１20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。
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＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期目標で「研究成果を社会に公表し （中略）社会に対して自然科学に対する理解、

を深める活動を行う」としていることについて、当該機構において、一般市民を対象

に「自然科学研究機構シンポジウム」を５回開催し、市民の関心が深い「宇宙の謎・

生命の謎・脳の謎」に関する諸テーマを順次取り上げたことは、社会における科学へ

の理解向上に貢献した点で、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「自然科学研究における基礎的研究の重要性を広く社会・国民に訴え、得

られた研究成果を国民と共有できるように広報・情報発信に努める」について、国立

天文台において、広報活動を活発に展開し 「すばる」や「ひので」が取得した太陽・、

天体の画像を積極的にメディアに提供するなど、宇宙に関する一般市民の興味に懇切

に応えていることは、特色ある取組であると判断される。


